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新型コロナ関連記事は8面

人
と
の

つ
な
が
り
を

大
切
に
。
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集特

手洗いで感染症を防ごう！

↓

　「
仕
上
げ
に
こ
こ
を
整
え
た
ら
、き
れ
い
に
な

る
わ
ね
」「
じ
ゃ
あ
、や
っ
て
み
よ
う
か
し
ら
」。

　
楽
し
そ
う
に
声
を
弾
ま
せ
る
の
は
、市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会「
ゆ
め
ク
ラ
ブ
湘
南
平
塚
」の

手
芸
教
室
の
参
加
者
ら
。１
月
19
日（
火
）～
26

日（
火
）に
開
く
、趣
味
の
作
品
展
に
出
品
す
る

作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、老
人
ク
ラ
ブ
で
楽
し
く
生
き
生

き
と
活
動
す
る
人
を
紹
介
し
ま
す
。



平塚市役所のウェブ　 平塚市 検索 　　募＝応募方法　問＝問い合わせ 令和3年1月1日発行
2

　昭和30年に、城島地区で近所のお年寄りのお茶飲み会が開かれたのが、平塚の老人クラブの始まりといわれています。
昭和38年には市老人クラブ連合会が発足し、平成27年に愛称として「ゆめクラブ湘南平塚」と呼ばれるようになりました。
現在市内には100を超える老人クラブがあり、４,000人以上の会員が、楽しく生き生きと活動しています。

問　市老人クラブ連合会事務局☎36―７２２７

　
師
走
ら
し
い
晴
れ
模
様
の
12
月

１
日
、「
今
日
は
干
支
の
作
品
を
作

り
ま
し
ょ
う
」と
い
う
講
師
の
声

で
、
ゆ
め
ク
ラ
ブ
湘
南
平
塚
の
女

性
部
が
主
催
す
る
手
芸
教
室
が
始

ま
り
ま
し
た
。
講
師
を
務
め
る
の

は
、
同
ク
ラ
ブ
副
会
長
で
女
性
部

長
の
片
岡
光
子
さ
ん（
下
写
真
）。

参
加
者
は
１
月
に
開
く
趣
味
の
作

品
展（
３
面
下
段
囲
み
）で
展
示
す

る
、
新
年
の
干
支
の
動
物
・
牛
に

ち
な
ん
だ
作
品
を
作
り
ま
し
た
。

　
片
岡
さ
ん
は
、
20
年
ほ
ど
前
に

参
加
者
と
し
て
教
室
に
通
い
始

め
、
先
代
か
ら
講
師
を
任
さ
れ
て

10
年
以
上
に
な
る
と
い
い
ま
す
。

「
昔
か
ら
き
れ
い
な
も
の
や
、
手

先
を
使
う
作
業
が
大
好
き
で
し

た
。
物
作
り
を
す
る
習
慣
が
あ
る

か
ら
か
、
ア
イ
デ
ア
は
ふ
と
し
た

時
に
湧
い
て
く
る
ん
で
す
。
リ
ボ

ン
や
ビ
ー
ズ
な
ど
の
資
格
を

取
っ
て
、
教
室
に
生
か
し
て
い
ま

す
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
毎
年
参
加
し
て
い

る
常
連
の
ほ
か
、
初
め
て
参
加
す

る
人
も
い
ま
し
た
。「
中
に
は
20

年
以
上
通
っ
て
い
る
人
も
い
ま

す
よ
。
仲
間
同
士
で
話
し
な
が
ら

作
る
の
を
楽
し
ん
で
く
れ
て
い

ま
す
。
非
常
に
あ
り
が
た
い
で
す

ね
」と
片
岡
さ
ん
。「
私
が
オ
リ
ジ

ナ
ル
で
考
え
た
も
の
を
作
る
回

も
あ
り
ま
す
。
先
月
は
ブ
ロ
ー
チ

を
作
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
ハ
ン

ド
バ
ッ
グ
を
作
っ
た
り
、
花
束
の

籠
を
作
っ
た
り
。
皆
さ
ん
楽
し
そ

う
に
参
加
し
て
く
れ
ま
す
」と
教

室
の
人
気
ぶ
り
を
語
り
ま
す
。

　

趣
味
の
作
品
展
に
は
、
手
芸

作
品
の
ほ
か
、
絵
画
・
書
道
・

写
真
な
ど
の
作
品
が
並
び
ま

す
。「
趣
味
な
の
で
、
ど
こ
に

お
稽
古
に
行
っ
て
も
、
自

己
流
で
も
、
ど
ん
な
も
の

で
も
い
い
ん
で
す
。
１

年
間
か
け
て
制
作
し
た

力
作
を
出
し
て
く
る
地
域
も
あ
り

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
作
品
が
並
ぶ

の
で
、
面
白
い
で
す
よ
」と
話
す

片
岡
さ
ん
。「
新
型
コ
ロ
ナ
の
怖
さ

は
あ
り
ま
す
が
、
下
を
向
い
て
ば

か
り
は
い
ら
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

人
生
に
は
山
や
谷
が
あ
る
も
の
で

す
か
ら
。
私
は
趣
味
を
し
た
り
、

家
事
を
楽
し
ん
だ
り
、
気
心
が
知

れ
た
友
達
と
電
話
で
話
し
た
り

と
、
楽
し
み
を
見
つ
け
て
い
る
の

で
、
こ
の
状
況
で
も
充
実
し
て
い

ま
す
。
マ
ス
ク
着
用
や
三
密
回
避

な
ど
の
基
本
的
な
こ
と
を
守
り
な

が
ら
、
上
手
に
楽
し
ん
で
生
き
て

い
く
の
が
一
番
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
丑う

し
年
も
、
そ
ん
な
ふ
う

に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」。

　11月11日、大神スポーツ広場で、グラウンドゴルフ
大会が開かれました。元々は９月に予定されていたも
のの、台風の影響で延期に。改めて仕切り直した上で、
ようやく開催に至りました。
　同大会は、ゆめクラブ湘南平塚の厚生部が主体と
なって開きました。同部は、年２回の研修旅行やスポー
ツ大会などのイベントを企画・運営する役割を担って
います。部長の黄

き
川
かわ
田
だ
文七さん（右写真）は、「今年はイ

ベントが軒並み中止になってしまいました。その中で、
屋外で三密を避けやすいグラウンドゴルフ大会はなん
とか開催したいという声が多かったので、今日を迎え
られてよかったです」とほほ笑みます。
　この日は、６人1組で２3チームが出場。8ホールを２ラ
ウンドして合計打数を競い、松原地区Ａチームが優勝
しました。黄川田さんは「今日を楽しみにしていた各
チームは、練習を重ねてきたと聞いています。地区の

新年の干支を題
材に作品を作り
ました

▲
ハ
サ
ミ
で
パ
ー
ツ
を
切
り
分
け
ま
す

◀
細
か
い
パ
ー
ツ
を
接
着
す
る
作
業
も

お
手
の
も
の

　
教
室
に
参
加
し
、
周
り
の
仲

間
と
時
に
楽
し
げ
に
、
時
に
真

剣
な
表
情
で
制
作
し
て
い
た
鈴

木
美
佐
子
さ
ん（
写
真
左
）は
、

「
毎
年
教
室
に
参
加
し
て
、
自

分
で
作
っ
た
干
支
の
作
品
を
そ

ろ
え
て
い
る
ん
で
す
。
ま
だ
一

回
り
し
て
い
な
い
の
で
、
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」と
話

し
ま
す
。「
今
年
の
作
品
も
い
い

出
来
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の

作
品
が
飾
ら
れ
る
と
い
う
の
は

楽
し
み
で
す
よ
ね
。『
見
て
き
た

よ
』と
か『
き
れ
い
だ
っ
た
ね
』

と
か
感
想
を
言
っ
て
も
ら
え
る

と
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」

と
、
展
示
さ
れ
る
の
が
待
ち
遠

し
い
様
子
で
し
た
。

コロナ禍でもイベントを開けてよかった

ゆめクラブで楽しく活動

体育振興会から道具を借りているところ
もありますし、自分たちで道具をそろえ
るほど力を入れているところもありま
す。小学校のグラウンドや地域の公園で
練習しているそうですよ」と話します。参加者からは
「運動する機会が少なくて寂しかったので、青空の下
で体を動かせるイベントがあってうれしいです。良い
気分転換になります」という声も聞かれました。
　「グラウンドゴルフは、個人の技術を高めて勝負す
る競技。ゲートボールのような団体戦とは違った面白
さがあります」と話す黄川田さん。「自分の努力が結果
として返ってくるところが楽しいようで、毎年多くの
人が参加してくれます。うまくいかなかったら、反省
して次回につなげられますからね。これが生きがいに
なるなら、一番良いですね」と笑顔でプレーの様子を
眺めていました。

干え

と支
に
ち
な
ん
だ
手
芸
作
品

人
に
見
て
も
ら
え
る
喜
び



平塚市役所　〒254−8686　平塚市浅間町9−1　☎0463−23−1111　 0463−23−9467
広報ひらつか　第1004号7 広報ひらつか　第1166号３

　ゆめクラブ湘南平塚の福岡光夫会長に話を聞きました。
　毎年1月に開いている趣味の作品展は、日ごろの趣味活動を
披露する機会です。人と人との交流の場にもなっていて、会員
の生きがいにつながっています。昨年度は、3６8点の作品が並び、
1,２２４人もの来場者がありました。会員の作品を孫が見に来るシーンもあって、「お
ばあちゃんが作ったんだよ」などという会話も聞こえてくるんですよ。高齢者に
とって、励みになりますよね。今回は第50回の記念開催。感染症対策を万全にす
るので、たくさんの人に足を運んでいただきたいです。
　令和２年４月1日現在、市内に103のクラブがあって、会員は４,135人、75歳以上
の方が中心です。近年、団塊の世代が勤めを終えて地域に戻ってきつつあると思
います。この世代の方が老人クラブの一員になってくれると、地域が盛り上がっ
てくるのではないかと期待しています。ただ、会員は75歳以上が大半なので、そ
の中に入りにくいと思っている方も多いのではないかと考えています。そのよう
な方が参加しやすいように、サークル活動を活発にしたり、自治会などのほかの
団体とのつながりを強めたり、新しいことを始めたりと、やっていきたいことは
たくさんあります。
　本年度は大変な1年になっていますが、老人クラブが会員の生きがいや健康に
つながる大切な役割を担っていると実感しました。これからは人生100年の時代。
明るく楽しく健康に、会員同士の交流ができる団体が求められていくと思います。
コロナ禍を乗り越え、魅力ある老人クラブにするために挑戦していきたいですね。

仕
事
で
培
っ
た
こ
と
が
趣
味
に

　
「
趣
味
の
作
品
展
に
、
こ
の
鳥

獣
戯
画
の
模
写（
下
写
真
）を
出
品

し
ま
す
。
こ
の
絵
は
見
た
こ
と
の

あ
る
人
が
多
い
と
思
う
の
で
、
題

材
と
し
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
決
め
ま
し
た
」と
話
す
の

は
、
松
原
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
に

所
属
す
る
杉
山
嵩た

か
しさ

ん
。
制
作
に

当
た
っ
て
こ
だ
わ
っ
た
点
を「
模

写
な
の
で
、
い
か
に
本
物
に
近
づ

け
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。

ど
こ
か
で
見
た
こ
と
あ
る
と
思
っ

て
も
ら
え
た
ら
、
描
い
た
か
い
が

あ
り
ま
す
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　
模
写
す
る
中
で
工
夫
し
た
と
こ

ろ
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。「
こ
の

シ
ー
ン
、
本
物
の
説
明
文
を
見
る

と
、
カ
エ
ル
も
ウ
サ
ギ
も
み
ん
な

笑
っ
て
い
る
と
書
い
て
あ
る
の
で

す
が
、
私
に
は
そ
の
よ
う
に
は
見

え
な
く
て
。
自
分
の
作
品
で
は

は
っ
き
り
と
笑
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
、
表
情

を
工
夫
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
原

画
を
尊
重
し
て
、
模
写
の
枠
を
逸

脱
し
な
い
よ
う
に
、
注
意
し
て
い

ま
す
」。

　
杉
山
さ
ん
は
、
退
職
し
て
か
ら

絵
を
趣
味
に
し
ま
し
た
。「
広
告
代

理
店
に
勤
め
て
い
た
時
に
仕
事
で

絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
広
告
を

作
る
の
で
、
デ
ッ
サ
ン
く
ら
い
で

き
な
い
と
仕
事
に
な
り
ま
せ
ん
か

ら
ね
。
自
分
で
会
社
を
立
ち
上
げ

て
か
ら
は
、
興
味
の
あ
る
分
野
の

広
告
を
担
う
こ
と
が
多
く
な
っ

て
、
仕
事
で
携
わ
る
う
ち
に
趣
味

が
多
彩
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

今
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」と
笑

顔
で
話
し
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
ほ
か
に

も
、
松
原
地
区
で
明
治
時
代
に
建

て
ら
れ
た
屋
台
や
、
お
囃は

や

子し

と

い
っ
た
文
化
財
を
保
存
す
る
活
動

　11月２8日、福祉会館3階の大広間で、リズ
ム体操教室が開かれました。例年であれ
ば、トッケイセキュリティ平塚総合体育館で
開くスポーツ大会で成果を披露するのです
が、今年は中止となってしまいました。
　この日は新しく、紺

こう
屋
や
高
たか
尾
お
という曲を練

習しました。歌詞は、落語にもなっている染め物職人と花
おいらん

魁の物語。振り付けに
は、キセルをくわえたり帯を締めたりと、花魁のしぐさが取り入れられています。

休憩時間中、「足をクロスして前に歩くの
よね」と、振り付けを確認して教え合う姿も
見られました。
　教室の終盤、今までに習った数曲も踊り
ました。「覚えているかしら」という声も聞
こえる中で曲が始まりましたが、壇上の先
生を見ながら踊るうちに振り付けを思い
出した様子。リズムに乗って、仲間と楽しそ
うに踊る姿が印象的でした。

　会員が制作した、手芸・絵画・書道・写真な
どの作品を展示します。力作をご覧ください。
　1月1９日（火）～２６日（火）の平日、午前９時～午
後5時。市役所本館1階多目的スペース。

問　市老人クラブ連合会事務局☎3６―7２２7

を
し
て
い
る
杉
山
さ
ん
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
、
今
あ
る
日
本
の

文
化
が
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
と

口
に
し
ま
す
。「
ル
ネ
サ
ン
ス
と
い

う
文
化
は
、
は
や
り
病
が
一
因
と

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
今
、
文
化
が
変
わ
る
予

感
が
し
ま
す
ね
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
を
は
じ
め
と
し
て
日
本
の
仕
事

の
仕
方
も
変
わ
り
ま
し
た
。
初
詣

や
帰
省
を
含
め
た
年
末
年
始
の
過

ご
し
方
も
変
わ
り
ま
す
よ
ね
。
そ

ん
な
中
で
も
、
残
し
て
い
き
た
い

文
化
が
あ
り
ま
す
。
感
染
症
の
広

が
り
が
収
ま
っ
て
き
た
ら
、
文
化

を
次
の
世
代
へ
伝
え
て
い
く
活
動

を
再
開
し
た
い
で
す
」と
明
る
い

未
来
を
期
待
し
ま
す
。

▲
制
作
期
間
は
、
軸
選
び
も
含
め
、

３
週
間
だ
っ
た
と
話
す
杉
山
さ
ん

◀
相
撲
を
し
て
い
て
投
げ
ら
れ
た

ウ
サ
ギ
の
表
情
も
楽
し
げ
で
す

「道具をそろえるのも楽しみの一つですね」と笑顔で話す杉山さん
の自宅の一室。描いた作品のほか、画材などもたくさんあります

曲に合わせて踊る 先
生
に
振
り
付
け
を
教
わ
り
、

ま
ね
を
し
な
が
ら
覚
え
ま
す

会
話
を
し
な
が
ら
振
り
付

け
を
復
習
し
て
い
ま
し
た

生きがいや健康のために
趣味の作品展
ゆめクラブ湘南平塚

老人クラブに
入りませんか

　社会活動・趣味・レクリエーションを通じて、仲間
づくりや生きがいづくりをしています。仲間をつくっ
て楽しい時間を過ごしませんか。
　対象は、市内在住の６0歳以上の方です。最寄りの老
人クラブを紹介しますので、お問い合わせください。

問　市老人クラブ連合会事務局☎3６―7２２7
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■募＝応募方法
　（応募が必要です）
　問＝問い合わせ
■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254―8686平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　1月4日（月）午前8時30分から、
　受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に
　city.hiratsuka.kanagawa.jp　
　を付けてください。

応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

松原
分庁舎

福祉会館
こども発達支援室
くれよん

中央公民館

市役所本館
教育会館

青少年会館（青少年相談室）
中央図書館

美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館
ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

別館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

まちづくり財団

文化
公園

市民活動センター

豊原分庁舎
（消防仮庁舎）

広報紙をより良いものとするためにウェブアンケートを実施しています。ご意見をお寄せください。
右の2次元コードからアンケートページにアクセスできます。

高
校
な
ど
の
修
学
支
援
生

　
高
校
な
ど
に
進
学
す
る
生
徒
を

経
済
的
に
支
援
し
ま
す
。
月
額
７

０
０
０
円
以
内
。

　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
85

人（
選
考
）。
①
市
内
在
住
②
中
学

校
を
卒
業
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

前
期
課
程
を
修
了
し
、
今
年
高
校

な
ど
に
進
学
す
る
③
経
済
的
な
支

援
が
必
要
④
学
業
成
績
と
品
行
が

良
い
⑤
返
還
義
務
の
な
い
奨
学
金

を
受
け
て
い
な
い
⑥
生
活
保
護
法

の
生
業
扶
助
の
支
給
を
受
け
て
い

な
い
。

募　
１
月
29
日（
金
）ま
で
に
、
市

立
中
学
校
の
生
徒
は
在
籍
中
学
校

に
あ
る
申
請
書
を
、
同
校
へ
。
市

立
中
学
校
以
外
の
生
徒
は
、
本
館

７
階
の
学
務
課
☎
35
―
８
１
１
８

に
あ
る
申
請
書
を
、
直
接
、
同
課
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
抽
選
。

①
卓
球（
写
真
）　
２
月
３
日
～
３

月
24
日
の
水
曜
日
、
全
７
回
、
午

前
９
時
30
分
～
正
午
。
ひ
ら
つ
か

募
　
　
集

応
募
方
法
は

下
段
　
　
　

サ
ン
・
ラ
イ
フ
ア
リ
ー
ナ
。
50
人
。

４
８
８
０
円
。

②
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

（
中
級
）　
１
月
28
日（
木
）午
前
９

時
30
分
～
正
午
。
約
5
㌖
。
二
宮

町
の
吾あ

妻づ
ま

山
。
20
人
。
500
円
。

募　
教
室
名
・
必
要
事
項
・
年
齢

を
、
は
が
き
で
、
1
月
15
日（
金
）

ま
で
に
、
〒
254
―
0045
見
附
町
31
―

10
ま
ち
づ
く
り
財
団
ス
ポ
ー
ツ
事

業
課
☎
35
―
０
１
０
２
へ
。
同
財

団
ウ
ェ
ブ
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
知
ろ
う

　
就
労
支
援
の
プ
ロ
が
、
自
分
ら

し
い
働
き
方
の
ス
タ
ー
ト
を
⇐

市
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告
は

３
月
15
日（
月
）ま
で
に

　

問　

市
県
民
税
に
関
す
る
こ
と
は
市
民
税
課
☎
21
―
８
７
６
６

　
　
　
所
得
税
に
関
す
る
こ
と
は
平
塚
税
務
署
☎
22
―
１
４
０
０

申
告
会
場
と
日
程

  2月16日（火）〜3
月15日の平日と2
月21日・28日の日
曜日。受け付けは
午前8時30分〜午
後4時、相談は午
前９時〜午後5時。
　混雑状況により
後日の来場をお願
いする場合があり
ます。詳しくは平
塚税務署へお問い
合わせください。

平
塚
税
務
署 

申
告
書
作
成
会
場

（
市
役
所
本
館
１
階 

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
）

  1月15日（金）〜3
月15日 ま で の 平
日、午前8時30分
〜午後5時。

 

市
役
所
本
館
２
階

２
１
５
番
窓
口

電
話
・
メ
ー
ル
・
写
真
の
撮

り
方
な
ど
、
基
本
的
な
操
作

を
学
び
ま
せ
ん
か

楽しく運動しませんか

市
県
民
税
の
申
告

　
収
入
が
な
い
方
も
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
申
告
が
な
い
場
合
、
各

種
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
確
定
申
告
を
す

る
方
や
、
収
入
が
給
与
の
み
で
勤

務
先
が
市
に
給
与
支
払
報
告
書
を

提
出
す
る
方
な
ど
は
不
要
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
郵
送
で
の
申
告
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
申
請
方
法
の
詳
細

は
市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
度
に
申
告
書
を
提
出
し

て
い
る
方
ら
に
は
、
申
告
書
お
よ

び
案
内
を
１
月
15
日
ご
ろ
に
発
送

し
ま
す
。

年
金
所
得
者
の
申
告

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
400

万
円
以
下
で
、
公
的
年
金
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
場

合
、
確
定
申
告
は
不
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
医
療
費
控
除
・
社
会

保
険
料
控
除・生
命
保
険
料
控
除・

扶
養
控
除
な
ど
を
追
加
し
て
申
告

す
る
こ
と
で
、
所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
方
、
令
和
３
年
度
市
県
民

税
が
減
額
と
な
る
方
は
、
所
得
税

や
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で

す
。
確
定
申
告
を
し
た
方
は
、
市

県
民
税
の
申
告
は
不
要
で
す
。

市
県
民
税
申
告
に
必
要
な
主
な

も
の

　
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
。
お

持
ち
で
な
い
方
は
、
通
知
カ
ー
ド

な
ど
の
番
号
確
認
書
類
と
運
転
免

許
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類
②

印
。
認
め
印
で
も
で
き
ま
す
③
所

得
を
証
明
で
き
る
も
の
。
給
与
や

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
の
原

本
な
ど
④
国
民
健
康
保
険
税
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保

険
料
な
ど
の
納
付
額
が
分
か
る
も

の
⑤
生
命
保
険
料
・
地
震（
旧
長

期
損
害
）保
険
料
の
控
除
証
明
書

⑥
医
療
費
控
除
の
明
細
書
。
自
己

負
担
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
医
療

費
通
知
。
令
和
３
年
度
か
ら
、
医

療
費
の
領
収
書
の
添
付
ま
た
は
提

示
で
は
で
き
ま
せ
ん
⑦
控
除
の
対

象
に
な
る
寄
付
金
の
領
収
書
⑧
事

業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ
る
方

は
、
収
支
の
分
か
る
も
の
。

所
得
税
と
異
な
る
課
税
方
式
で

の
申
告

　
特
定
上
場
株
式
な
ど
の
配
当
や

譲
渡
に
よ
る
所
得
は
、
所
得
税
と

異
な
る
課
税
方
式
で
申
告
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告

　
左
上
図「
申
告
会
場
と
日
程
」で
、

申
告
会
場
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
確
定
申
告
書
は
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
作

成
・
提
出
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

国
税
庁
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
民
税
に
関
す
る
事
項
の
記
入

　

確
定
申
告
書
の
第
二
表
に
は
、

寄
付
金
税
額
控
除
や
配
当
割
額
控

除
な
ど
の
、
住
民
税
に
関
す
る
記

載
欄
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
場

合
は
、
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
記

入
が
な
い
場
合
、
市
県
民
税
に
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

納
付
額
を
１
月
中
に
通
知
し
ま
す

　
①
国
民
健
康
保
険
税
②
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
③
介
護
保
険 

料
を
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
め

た
方
に
、
昨
年
１
年
間
の
納
付
額

を
１
月
中
旬
に
郵
送
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
み
の
方

は
、
日
本
年
金
機
構
な
ど
か
ら
届

く「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　
①
は
保
険
年
金
課
保
険
税
担

当
☎
21
―
８
７
７
５
②
は
保
険
年

金
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
☎
21

―
９
７
６
８
③
は
介
護
保
険
課
☎

71
―
５
２
３
８

障
が
い
者
控
除
対
象
者
の
認
定

　
認
定
を
受
け
た
65
歳
以
上
の
本

人
と
扶
養
者
は
、
障
が
い
者
手
帳

な
ど
が
な
く
て
も
、
障
が
い
者
控

除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
申
請
方
法

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
。
①
要
介
護
１
～
５
で
、「
障
が

い
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
」

が
Ｂ
１
以
上
②
要
介
護
・
要
支
援

認
定
が
あ
り
、「
認
知
症
高
齢
者
の

日
常
生
活
自
立
度
」が
Ⅲ
以
上
。

問　
高
齢
福
祉
課
☎
21
―
９
６
２
２

税
制
改
正

　
令
和
３
年
度
か
ら
、
給
与
所
得

控
除
・
公
的
年
金
等
控
除
・
基
礎

控
除
・
非
課
税
基
準
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
改
正
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

高齢者の
ための

申
告
期
間
中
の
市
役
所
駐
車
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

来
庁
の
際
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　1月15日（金）午後1時30分〜2時20分・2時30分〜3時20分。福祉
会館。市内在住の60歳以上の方、各時間帯6人（先着順）。スマー
トフォン・筆記用具・マスク。200円。
募　電話または直接、福祉会館☎33―2333へ。

超初心者向け
　　　 スマホ教室

所
得
税
の
確
定
申
告

市
県
民
税
の
申
告
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⇐

支
援
し
ま
す
。
火
曜
日
。
勤
労

会
館
。
15
～
49
歳
の
仕
事
を
探
し

て
い
る
方
、
各
４
人（
先
着
順
）。

Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

興
味
検
査
か
ら
仕
事
を
見
つ
け
よ

う　
１
月
５
日
午
前
10
時
30
分
～

正
午
。

職
業
適
性
を
知
ろ
う　
19
日
午
前

10
時
～
11
時
。

募　
電
話
で
、
県
西
部
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
４

６
５
―
32
―
４
１
１
５
へ
。

八
幡
山
の
洋
館
　
レ
コ
ー
ド

コ
ン
サ
ー
ト

　
曲
や
作
曲
家
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
紹
介
し
ま
す
。

　
１
月
20
日（
水
）午
後
２
時
～
４

時
。
旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記

念
館
。
30
人（
抽
選
）。

募　
電
話
ま
た
は
直
接
、
１
月
13

記事の内容が変更される場合があります

　新型コロナウイルスの影響により、広報ひらつかに掲載してい
る記事の内容が急きょ変更される場合があります。
　各記事の内容や実施する場合の感染症対策など、詳しくは市
ウェブをご覧いただくか、記事の末尾に記載している電話番号へ
お問い合わせください。

日（
水
）午
後
９
時
30
分
ま
で
に
、

旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記
念
館

☎
35
―
７
１
１
４
へ
。

リ
ト
ア
ニ
ア
の
こ
と
を
学
び

ま
せ
ん
か

　
市
国
際
交
流
員
の
リ
ト
ア
ニ
ア

人
講
師
が
話
し
ま
す
。

　
１
月
24
日（
日
）午
前
10
時
30
分

～
正
午
。
美
術
館
。
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
小
学
生
以
上
の
方

40
人（
先
着
順
・
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
）。

募　
電
話
ま
た
は
直
接
、
本
館
１

階
の
文
化
・
交
流
課
☎
25
―
２
５

２
０
へ
。

中
小
企
業
の
た
め
の
経
営
相

談
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て

い
る
市
内
中
小
企
業
向
け
の
、
国

の
補
助
金
な
ど
の
相
談
会
で
す
。

　
１
月
14
日
～
３
月
25
日
の
第

２
・
４
木
曜
日
、
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分
。
１
社
60
分
。

市
内
中
小
企
業
の
経
営
者
や
創
業

を
希
望
す
る
方
、
各
日
６
人（
先

着
順
）。

募　
法
人
名
・
電
話
番
号
・
希
望

日
時
を
、
電
話
・
メ
ー
ル
ま
た
は

直
接
、
本
館
５
階
の
産
業
振
興
課

☎
21
―
９
７
５
８

sangyo-s
@

へ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
　

読
み
聞
か
せ
の
初
歩

　
絵
本
の
選
び
方
や
、
子
ど
も
が

ど
の
よ
う
に
読
み
聞
か
せ
を
楽
し

ん
で
い
る
か
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　
２
月
19
日（
金
）午
前
10
時
～
11

時
30
分
、
３
月
12
日（
金
）午
前
10

時
～
正
午
、
全
２
回
。
中
央
図
書

　
市
民
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
翻ほ

ん
ろ
う弄

さ
れ
た
一
年
で
し
た
。
最
前
線
で
ご

尽
力
さ
れ
て
い
る
医
療
・
介
護
従
事
者
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
、
感
染
拡
大
防
止
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
敬
意

と
感
謝
を
表

し
ま
す
。

　

収
束
の
兆

し
が
見
え
な

い
中
、
令
和

３
年
は
こ
の

危
機
を
乗
り

越
え
る
こ
と
に
総
力
を
挙
げ
、「
コ
ロ
ナ
に
打

ち
勝
つ
ま
ち
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
ま
す
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、市
民
の「
い

の
ち
」と「
く
ら
し
」、そ
し
て
平
塚
の「
ま
ち
」

を
守
る
た
め
に
、
着
実
に
実
行
す
べ
き
こ
と

は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
こ
れ
ら
に
集

中
し
な
が
ら
、
メ
リ
ハ
リ
を
重
視
し
た
施
策

を
展
開
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
そ

の
先
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
カ
ギ
と
な
る

施
策
を
加
速
・
進
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、平
塚
市
が
将
来
に
わ
た
り「
さ

ら
に
、
選
ば
れ
る
ま
ち
、
住
み
続
け
る
ま
ち
」

と
な
る
よ
う
、
皆
さ
ま
と
手
を
携
え
て
市
政

運
営
に
臨
み
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
感
染
防
止
対
策
を
重
視
し
つ
つ

地
域
活
動
や
絆
づ
く
り
を
支
え
ま
す
。
子
育

て
支
援
で
は
、
４
月
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向

け
保
育
所
の
定
員
を
増
や
す
ほ
か
、
本
市
初

の
病
児
保
育
施
設
の
開
設
を
支
援
し
ま
す
。

教
育
面
で
は
、
中
学
校
給
食
の
実
施
に
向
け

た
取
り
組
み
や
、
学
校
の
安
全
と
危
機
管
理

の
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　
３
月
に
は
、
見
附
台
周
辺
地
区
に
あ
る
市

民
セ
ン
タ
ー
と
錦
町
駐
車
場
の
跡
地
に
飲
食

店
舗
や
生
活
関
連
店
舗
な
ど
が
オ
ー
プ
ン

し
、
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
が
る

ま
ち
づ
く
り
が
形
に
な
っ
て
現
わ
れ
ま
す
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
申
請
や
届
け
出
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の

拡
大
な
ど
、
市
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
を

進
め
ま
す
。

　
今
年
も
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
き
年
に
な

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
に

�

打
ち
勝
つ
ま
ち

館
。
２
回
と
も
出
席
で
き
る
、
学

校
・
保
育
所
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
る
方
ら
10
人

（
抽
選
、
市
内
在
住
の
方
・
市
内

で
読
み
聞
か
せ
活
動
を
し
て
い
る

方
を
優
先
）。
マ
ス
ク
。

募　

各
図
書
館
に
あ
る
申
込
書

を
、
１
月
５
日（
火
）～
29
日（
金
）

に
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直

接
、
〒
254
―
0041
浅
間
町
12
―
41
中

央
図
書
館
☎
31
―
０
４
１
５

31

―
９
９
８
４
へ
。
ま
た
は
、直
接
、

各
図
書
館
へ
。

ガ
イ
ド
と
巡
る
文
化
資
源
　

中
原
街
道
パ
ー
ト
３

　
中
原
街
道
の
最
終
回
は
、
中
原

か
ら
大
磯
を
歩
き
ま
す
。

　
１
月
24
日（
日
）午
前
９
時
30
分

～
正
午
。
約
４
㌖
。
荒
天
中
止
。

大だ
い

松し
よ
う
寺じ（
中
原
２
―
20
―
18
）集

合
、
化け

粧わ
い

坂ざ
か
一
里
塚
跡（
大
磯
町

大
磯
82
）解
散
。
15
人（
先
着
順
）。

飲
み
物
・
マ
ス
ク
。
300
円
、
中
学

生
以
下
は
無
料
。

募　
コ
ー
ス
名
・
全
員
の
必
要
事

項
を
、
は
が
き・フ
ァ
ク
ス・メ
ー

ル
で
、
１
月
２
日（
土
）か
ら
、
社

会
教
育
課
☎
35
―
８
１
２
４

34

―
５
５
２
２

k-shakai@

へ
。

プ
ロ
棋
士
に
よ
る
子
ど
も
囲

碁
多
面
打
ち

　
日
本
棋
院
所
属
の
棋
士
が
多
面

打
ち
を
し
ま
す
。

　
２
月
14
日（
日
）午
後
１
時
～
４

時
。
中
央
公
民
館
。
市
内
在
住
・

在
学
の
19
路
盤
で
碁
が
打
て
る

小
・
中
学
生
20
人（
抽
選
）。

募　
１
月
５
日（
火
）～
20
日（
水
）

に
、
ま
ち
づ
く
り
財
団
文
化
事
業

課
☎
32
―
２
２
３
７
の
ウ
ェ
ブ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　音楽演奏などで
ボランティア出演
をしませんか。
　5月15日（土）・16 
日（日）。各日8組

（抽選）。詳しくは
お問い合わせくだ
さい。
募　市ウェブや〒
254―0041浅間町1―1 
旧横浜ゴム平塚製

造所記念館☎ 35―７114 hachimanyamanoyokan@ma.scn-net.ne. 
jpにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、1月5日

（火）〜2９日（金）に、同館へ。

相模国府推定地（四之宮地区）
　8世紀の初め頃、日本各地は国・郡・里といった行政単位に分
割されていました。また、国ごとに国府という役所が置かれ、都
から国司という役人が派遣されました。平安時代中期に編纂され
た『和

わ

妙
みよう

類
る い

聚
じ ゆ

抄
しよう

』などの文献では、大住郡に相模国府が置かれた
とあります。湘南新道建設に伴う発掘調査で、大型の建物跡が発
見されたことから、四之宮に相模国府の所在が確実視されるよう
になりました。現在、湘南新道に推定地の碑が建てられています。

社会教育課☎35―8124

地域の

再発見
魅力

所在地：大念寺（四之宮5ー3ー36）南側

音楽のおくりものに
出演しませんか

八幡山の
洋館
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平塚市役所のウェブ　 平塚市 検索 　　募＝応募方法　問＝問い合わせ         ＝手話通訳あり

　選考。受験資格など、詳しくは市ウェ
ブをご覧ください。

任期付き職員

　採用は４月１日以降。
　①一般事務数人②保育士数人。
募　市ウェブにある申込書を、郵送 
で、１月１5日（金）までに、職員課☎2１―
８７６2へ。

パートタイム会計年度任用職員

　採用は４月１日以降。
　①消費生活センター相談員１人②女

性窓口相談員１人③審査会事務員１人④
介護認定調査員３人⑤こども発達支援
員（臨床心理士）数人⑥療育相談員（作
業療法士）１人⑦保育士2人⑧助産師１人
⑨保健師Ａ１人⑩保健師Ｂ１人⑪管理栄養
士１人⑫駅前窓口センター事務１人⑬市
民課窓口事務１人⑭マイナンバー窓口
事務４人⑮福祉総務課窓口事務１人⑯介
護保険課窓口事務１人⑰保育課窓口事
務１人⑱保険年金課窓口事務2人⑲滞納
整理事務１人⑳保健事業事務１人㉑建築
指導事務１人㉒技術業務員2人㉓びわ青
少年の家作業員１人㉔粗大ごみ破砕処
理場窓口事務員１人㉕事務補助（障がい
者対象）数人㉖新型コロナの影響によ
る雇用対策（事務員・作業員）１0人。
募　市ウェブにある申込書などを、
郵送で、１月１5日（金）までに、職員課
☎2１―８７６2へ。

教育委員会のパートタイム会計年度�
任用職員

　採用は４月１日以降。
　①校務作業員１１人②給食調理員７人

③公民館事務員5人④地区図書館奉仕
員３人⑤幼稚園教諭１人⑥社会教育学芸
事務補助員2人⑦訪問相談員１人。試験
は①～④が１月2３日（土）⑤が29日（金）
⑥が25日（月）⑦が2６日（火）。
募　市ウェブにある申込書を、本人
が直接、１月１5日（金）までに、本館７階
の教育総務課☎３5―８１１３へ。

保育課のパートタイム会計年度任用�
職員

　採用は４月です。申込方法の詳細は
市ウェブなどにある募集案内をご覧く
ださい。
　①保育士Ａ5人②保育士Ｂ5人③保育士
Ｃ5人④保育士（早番）2人⑤子育て支援
員Ａ5人⑥子育て支援員Ｂ5人⑦子育て支
援員Ｃ5人⑧特別支援員2人⑨保育園調
理・用務作業員Ａ2人。市ウェブなどに
ある申込書に写真を貼り、事前に電話
連絡の上、本人が直接、１月６日（水）～
2３日（土）に、各公立保育園・認定こど
も園へ。提出時に面接試験をします。

問　保育課☎2１―８555

①
②
湘
南
平
③
平
塚
駅
④
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
ひ
ら
つ
か
ビ
ー
チ
パ
ー
ク

市
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援

制
度

　
災
害
時
に
一
人
で
避
難
所
ま
で

行
く
こ
と
が
難
し
く
、
支
援
を
必

要
と
す
る
方
は
、
氏
名
・
住
所
な

ど
自
分
の
情
報
を
市
に
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。登
録
さ
れ
た
情
報
は
、

自
治
会
や
消
防
、
警
察
、
高
齢
者

よ
ろ
ず
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
共

お
知
ら
せ有し

、
安
否
確
認
や
避
難
誘
導
な

ど
の
避
難
行
動
支
援
に
役
立
て
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問　　　
災
害
対
策
課
☎
21
―
９
７
３
４

保
育
士
就
職
セ
ミ
ナ
ー

　
保
育
士
の
資
格
を
持
つ
方
や
来

春
の
就
職
を
目
指
す
方
向
け
の
セ

ミ
ナ
ー
と
相
談
会
を
開
き
ま
⇐

　市政の動きやまちの話題を紹介する情報ドキュメンタリー番
組です。１・2月のテーマは「オノルイーゼさんが彩る平塚のまち」
です。
　ＳＣＮ湘南チャンネル。毎週土曜日、午後７時３0分～７時４5分。
毎週日曜日、午後１時４5分～2時。Ｙ

ユ ー チ ユ ー ブ

ｏｕＴｕｂｅでも配信します。
問　　　広報課☎2１―８７６１

ひらつかビジョン

　
平
塚
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

オ
ノ
ル
イ
ー
ゼ
さ
ん（
下
写
真
）が

描
く
作
品
は
、
鮮
や
か
な
色
彩
が

特
徴
で
す
。
生
き
生
き
と
し
た
線

と
配
色
で
描
か
れ
る
植
物
の
絵

を
、
一
度
は
目
に
し
た
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
現
在
、
市
内
に
は
オ
ノ
さ
ん
の

手
掛
け
た
作
品
が
８
つ
あ
り
ま

す
。
湘
南
平
や
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

ひ
ら
つ
か
ビ
ー
チ
パ
ー
クby 

shonanzoen

、
市
内
商
業
施
設

な
ど
に
あ
る
壁
画
は
、
描
か
れ
た

花
の
力
強
さ
と
美
し
さ
で
、
訪
れ

る
人
を
魅
了
し
、
記
念
撮
影
を
す

る
人
も
多
く
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
平
塚
駅
構
内
の
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
壁
面
に
、
オ
ノ
さ

ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
絵
の
ラ
ッ
ピ

ン
グ
が
施
さ
れ
ま
し
た
。
平
塚
ら

し
い
七
夕
飾
り
と
花
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
絵
柄
は
、
駅
利
用
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
原
動
機
付
自
転
車
の
ご
当
地
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト（
左
イ
ラ
ス
ト
）

の
デ
ザ
イ
ン
も
オ

ノ
さ
ん
で
す
。
平

塚
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
で
あ
る
湘
南
平

の
テ
レ
ビ
塔
と
、

平
塚
八
景
の
一
つ

「
平
塚
砂
丘
の
夕

映
え
」が
、
温
か
み
の
あ
る
色
合

い
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
12
月
に
は
、
浅
間
町
に
あ
る
つ

る
み
ね
幼
稚
園
の
壁
画
も
手
掛
け

ま
し
た
。
作
業
風
景
は
、
ひ
ら
つ

か
ビ
ジ
ョ
ン（
下
囲
み
）で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
色
と
り
ど
り
の

花
が
咲
く
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
出

掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

つるみね幼稚園の倉庫用コンテナに
ペイントをするオノルイーゼさん

カ
ラ
フ
ル
な
花
が
咲
き
誇
る�

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
楽
し
も
う

１

問　　
　
広
報
課
☎
21
―
８
７
６
１

２

４３

市の職員として働きませんか



平塚市役所　〒254−8686　平塚市浅間町9−1　☎0463−23−1111　 0463−23−9467
広報ひらつか　第1004号7 広報ひらつか　第1166号７

　「後にも先にも成人式は人生で１回しかない
ですから」と話すのは、市成人式実行委員会
の委員長、原田昌尚さん。「参加するからには
とことん関わりたいと思い、実行委員会に応
募しました」と振り返ります。
　今年は新型コロナの影響で、さまざまな制
約がある中での開催となります。例年できて
いたことができない状況だからこそ、「今年な
らではを強く意識して準備をしてきました」
と話す原田さん。オンライン抽選会や2

ハ タ チ
0th 

P
パ ス
assなどの企画を用意しており、「今年は今年

で良かったねと喜んでもらえるよう頑張って
います」と力を込めます。１月１１日（祝）の成人
式は感染症対策をした上で、2部制による分
散開催とオンライン配信になります。

新成人の記憶に残る式典に
原田　昌

まさたか

尚さん

市成人式実行委員会
委員長

健
康
と
福
祉

応
募
方
法
は

４
面　
　
　

市民情報・相談課☎21-8764
市民相談室

◇ 市民生活　月～金曜日、
午前８時３0分～正午・午後
１時～5時

◇ 法律（予約制）　水・木曜
日、午後１時～４時

◇�行政　１月４日（月）、2月１
日（月）、午後１時～４時

◇ 税務（予約制）　１月22日
（金）午後１時～４時

◇��登記・供託（予約制） １月
８日（金）午後１時～４時

◇ 多重債務（予約制）　１月
１2日（火）午後１時～４時

◇ 年金・社会保険・労災（予
約制）　１月１2日（火）午後
１時～４時

◇ 許認可各種届出（予約制）  
１月5日（火）、2月2日（火）、
午後１時～４時

◇ 不動産（予約制）　１月１5日
（金）、2月5日（金）、午後
１時～４時

◇ 分譲マンション管理（予
約制）　１月25日（月）午後
１時～４時

◇ 住宅（新築・リフォーム）　１月
１9日（火）午後１時～４時
消費生活センター
市民情報・相談課

☎21-7530（相談専用）
◇�来所・電話　月～金曜日、

午前9時３0分～午後４時
女性のための相談
人権・男女共同参画課

☎21-9611（相談専用）
◇  来所・電話　月～金曜日、

午前9時３0分～午後４時

勤労会館☎32-3355
就労相談

◇ 来所（予約制・先着４人・１ 
人50分）　１月１３日（水）・2７

日（水）、午後１時～４時50分

保健センター☎55-2111
ヘルスアップ相談

◇ 来所（予約制）　１月８日（金）・
20日（水）、午後１時～３時

地域包括ケア推進課☎20-8217
高齢者健康相談

◇ 来所（予約制）　月～金曜
日、午前9時３0分～正午・
午後1時３0分～5時
教育相談・就学相談
子ども教育相談センター
崇善小学校北側☎36-6013

◇ 来所（予約制）　月～金曜
日、午前１0時～午後5時

◇�電話　月～金曜日、午前
9時～午後5時
こどもの総合相談
こども家庭課☎21-9843

◇ こども総合相談　月～金
曜日、午前８時３0分～午
後5時

◇ 母子・父子相談　月～金
曜日、午前１0時１5分～午
後5時
こども発達支援室くれよん
こども家庭課☎32-2738

◇  こどもの発達相談（来所・
予約制）　月～金曜日、
午前８時３0分～午後5時

豊田分庁舎☎ 34-9076
子育て支援センター

◇ 未就学児対象の子育て相
　談・情報提供　月～金曜日、
　午前１0時～午後３時

青少年会館☎34-7311
青少年相談室

◇ 青少年相談　火～土曜日、 
午前１0時～午後６時３0分

◇ ヤングテレホン相談（青
少年専用） ☎３３−７８３0

　 火～土曜日、午前１0時～
午後６時３0分

◇�ヤングメール相談（青少

年専用）　 y-sｏｕdan@

文化・交流課☎25-2520
外国籍市民相談

◇ 来所　１４言語。対応言語
や日時は市ウェブをご覧
ください。

文化・交流課☎25-2520
出入国管理・在留資格相談

◇ 来所（予約制）　１月2６日
（火）午前9時～正午

栗原ホーム☎35-6175
成年後見利用支援センター

◇ 来所・電話　月～金曜日、午
前9時～正午・午後１時～5時

くらしサポート相談☎21-8813
くらしサポート相談

◇  来所・電話　月～金曜日、
午前８時３0分～午後5時  

福祉総務課☎21-8779
保健福祉総合相談

◇  来所・電話　月～金曜日、
午前８時３0分～午後5時  

⇐

す
。
市
内
の
保
育
所
な
ど
の
担

当
者
に
仕
事
内
容
や
雇
用
条
件
な

ど
を
直
接
聞
け
ま
す
。
市
の
貸
付

金
・
就
職
支
援
金
の
制
度
の
案
内

も
し
ま
す
。

　
１
月
17
日（
日
）午
前
10
時
～
正

午
。本
館
１
階
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
。

問　　　
保
育
課
☎
21
―
９
６
１
２

パ
ネ
ル
展　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
知

ろ
う

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
少
数
者
）の
パ

ネ
ル
展
を
し
ま
す
。

　
１
月
12
日（
火
）～
21
日（
木
）、

午
前
10
時
～
午
後
９
時（
12
日
は

正
午
か
ら
）。
ら
ら
ぽ
ー
と
湘
南

平
塚
１
階（
天
沼
10
―
１
）。

問　　　
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
☎

21
―
９
８
６
１

は
じ
め
て
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト

　
バ
イ
オ
リ
ン
・
ピ
ア
ノ
・
サ
ク

ソ
フ
ォ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　
３
月
14
日（
日
）午
後
２
時
開

演
。
ラ
ス
カ
平
塚（
宝
町
１
―

１
）。
150
人（
先
着
順
）。
２
０
０

０
円
、
高
校
生
以
下
の
方
は
１
０

０
０
円
。
未
就
学
児
は
入
場
で
き

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組

む
通
い
の
場
補
助
金
説
明
会

　
介
護
予
防
に
取
り
組
む
住
民
主

体
の
活
動
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
令
和
３
年
度
か
ら
新
規
で
補

助
金
を
希
望
す
る
団
体
に
、
事
業

の
趣
旨
、
手
続
き
の
方
法
な
ど
を

説
明
し
ま
す
。

　
２
月
22
日（
月
）午
前
10
時
～
11

時
30
分
。勤
労
会
館
。筆
記
用
具・

飲
み
物
・
マ
ス
ク
。

募　
電
話
で
、
２
月
12
日（
金
）ま

で
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎

20
―
８
２
１
７
へ
。

健
康
の
秘ひ

訣け
つ
講
座

　
歯
科
医
師
が
歯
周
病
と
全
身
の

病
気
の
関
係
を
話
し
ま
す
。

　
２
月
25
日（
木
）午
前
10
時
～
11

時
30
分
。
保
健
セ
ン
タ
ー
。
市
内

在
住・在
勤
の
方
20
人（
先
着
順
）。

募　
電
話
ま
た
は
直
接
、
健
康
課

☎
55
―
２
１
１
１
へ
。

家
族
介
護
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
腰
痛
肩
こ
り
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
日
頃
の
疲
れ
を
癒
や
し
ま
せ
ん

か
。
介
護
者
同
士
で
交
流
も
で
き

ま
す
。
市
内
在
住
で
家
族
を
介
護

し
て
い
る
方
。
抽
選
。

　
①
１
月
13
日（
水
）午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分
。
南
部
福
祉

会
館（
袖
ケ
浜
20
―
１
）。
６
人
②

14
日（
木
）午
前
９
時
30
分
～
午
後

０
時
30
分
。
福
祉
会
館
。
６
人
③

20
日（
水
）午
前
９
時
30
分
～
午
後

０
時
30
分
。
西
部
福
祉
会
館（
公

所
868
）。
６
人
④
25
日（
月
）午
前

９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
。
福

祉
会
館
。
９
人
⑤
25
日
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分
。
福
祉
会
館
。

９
人
。

募　
電
話
で
、
各
開
催
日
の
３
日

前
ま
で
に
、
福
祉
会
館
☎
33
―
３

１
０
０
へ
。

小
・
中
学
校
入
学
祝
い
金
を

支
給
し
ま
す

　
市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か

の
条
件
を
満
た
す
方
が
い
る
生
計

が
困
難
な
世
帯（
生
活
保
護
受
給

世
帯
は
除
き
ま
す
）。
①
平
成
26

年
４
月
２
日
～
平
成
27
年
４
月
１

日
生
ま
れ
②
平
成
20
年
４
月
２
日

～
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
。

募　
１
月
29
日（
金
）ま
で
に
、
各

地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
へ
。

担
当
の
民
生
委
員
児
童
委
員
が
分

か
ら
な
い
場
合
な
ど
は
福
祉
会
館

☎
33
―
３
１
０
０
へ
。

　１月29日（金）午後１時３0分～2時３0分。花水公民館
付属体育館（袖ケ浜20―１）。市内在住・在勤の方50人

（当日先着順）。飲み物・タオル・バスタオル・室内
用運動靴・マスク・お持ちの方は健康サポート手帳。

問　健康課☎55―2１１１

ま
せ
ん
。
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
ま
ち
づ
く
り
財
団
ウ
ェ
ブ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　　　
ま
ち
づ
く
り
財
団
文
化
事
業

課
☎
32
―
２
２
３
７

小
学
校
の
入
学
説
明
会

　
４
月
に
市
立
小
学
校
へ
入
学
す

る
子
ど
も
の
保
護
者
が
対
象
で
す
。

　
１
月
14
日（
木
）～
28
日（
木
）。

会
場
や
日
時
は
各
校
で
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
各
校
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　　　
学
務
課
☎
35
―
８
１
１
８

防
災
講
演
会

　

気
象
予
報
士
で
防
災
士
、

そ
し
て
保
育
士
の
講
師
が

「
地
震
災
害
や
風
水
害
に
対
す
る

自
助
、
共
助
の
大
切
さ
、
各
家
庭

で
の
備
え
」、
市
内
の
防
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が「
家
庭
で
で
き

る
防
災
対
策
」を
テ
ー
マ
に
話
し

ま
す
。
令
和
３
年
度
市
防
災
標
語

の
表
彰
式
も
し
ま
す
。

　
１
月
16
日（
土
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
15
分
。
中
央
公
民
館
。
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
300
人

（
当
日
先
着
順
）。
要
約
筆
記
も
あ

専
用
の
道
具
を
使
っ
て
、
無
理
な
く

楽
し
め
る
運
動
で
す

り
ま
す
。

問　　　
災
害
対
策
課
☎
21
―
９
７
３
４

Ｓサ

ン

サ

ン

ｕ
ｎ
Ｓ
ｕ
ｎ
マ
ル
シ
ェ

　
手
作
り
雑
貨
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

が
並
び
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
作
っ

た
で
き
た
て
料
理
、
ラ
イ
ブ
演
奏

な
ど
が
楽
し
め
る
、
平
塚
の
魅
力

が
詰
ま
っ
た
青
空
市
で
す
。

　
１
月
10
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
２
時
。
小
雨
決
行
。
湘
南
海
岸

公
園（
高
浜
台
34
―
１
）。

問　　　
ア
ル
ベ
リ
ア
ー
ル
ホ
ー
ム
☎

31
―
７
２
１
１

室３ Ｂ 体 操 教

市民相談
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必
要
事
項
＝
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
。メ
ー
ル
で
応
募
す
る
場

合
は

＠
以
下
にcity.hiratsuka.kanagaw

a.jp

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

中
央
図
書
館

〒
２５４‒

００４1
浅
間
町
12‒

41

☎
３1‒

０
４
１
５

３1‒

９
９
８
４

㊡
1
〜
4･

12･

18･

25･

2
月
1
日

■
中
央
図
書
館
の
特
集
展
示　

①

文
学
賞　
１
月
５
日（
火
）～
31
日

（
日
）。
貸
出
室
②
お
正
月
と
牛
の

本　
11
日（
祝
）ま
で
。
こ
ど
も
室

③
む
か
し
む
か
し　
13
日（
水
）～

31
日
。
こ
ど
も
室
。

■
本
の
福
袋
を
貸
し
出
し　
特
定

の
テ
ー
マ
で
選
ん
だ
本
２
冊
を

セ
ッ
ト
に
し
た
福
袋
で
す
。
子
ど

も
向
け
と
大
人
向
け
が
あ
り
ま

す
。
１
月
５
日（
火
）か
ら
。
中
央

図
書
館・西
図
書
館
。
１
人
１
袋
。

無
く
な
り
次
第
終
了
。

■
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト　
絵
本
な
ど

美
術
館

〒
２５４‒

００７３
西
八
幡
１‒
３‒

３

☎
３5‒

２
１
１
１

３5‒
２
７
４
１

㊡
1
〜
4･

12･

18･
25･
2
月
1
日

■
新
収
蔵
品
展　

国
際
興
業
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に　
新
た
に
収

蔵
さ
れ
た
作
品
73
点
を
紹
介
し

ま
す
。２
月
21
日（
日
）ま
で
。展
示

室
。200
円
、高
校
生
・
大
学
生
100
円
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　
１
月
16
日

博
物
館

〒
２５４‒

００４1
浅
間
町
12‒

41

☎
３３‒

５
１
１
１

３1‒

３
９
４
９

㊡
1
〜
4･

12･

18･

25･

2
月
1
日

■
村
絵
図
を
読
む　
１
月
17
日

（
日
）ま
で
。
寄
贈
品
コ
ー
ナ
ー
。

■
酒
匂
川
Ｖ
Ｓ
相
模
川　

プ
レ
ー

ト
境
界
に
生
ま
れ
た
河
川　
二
つ

の
川
の
成
り
立
ち
や
地
質
学
的
な

見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。
１
月

21
日（
木
）～
3
月
12
日（
金
）。
寄

贈
品
コ
ー
ナ
ー
。

■
ポ
ス
ト
特
別
展　
よ
み
が
え
る

少
年
の
日
　々

佐さ

草そ
う

健た
け
しボ
ー
ル

ペ
ン
画
展　
２
月
28
日（
日
）ま

で
。
情
報
コ
ー
ナ
ー
。

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

２
０
２
１

年
の
天
文
現
象　
月
食
や
流
星
群

な
ど
の
天
文
現
象
を
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
使
っ
て
再
現

し
ま
す
。
１
月
６
日（
水
）と
９
日

～
31
日
の
土
・
日
曜
日
、
午
後
２

時
～
２
時
50
分
。
32
人（
当
日
先

着
順
・
投
影
日
の
午
前
９
時
か
ら

博
物
館
の
受
付
で
整
理
券
を
配

布
）。
200
円
、
18
歳
未
満
と
65
歳

以
上
は
無
料
。65
歳
以
上
の
方
は
、

年
齢
の
分
か
る
も
の
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

■
館
長
の
歴
史
放
談
④　

武
家
社

会
の
平
塚
と
鎌
倉　

武
家
の
都
を

め
ぐ
る
栄
枯
盛
衰　
１
月
30
日

（
土
）午
前
10
時
30
分
～
11
時
45

分
。
講
堂
。
30
人（
抽
選
・
市
内

在
住
の
方
を
優
先
）。

募　
イ
ベ
ン
ト
名・
必
要
事
項
を
、

往
復
は
が
き
で
、
１
月
18
日（
月
）

　
市
美
術
館
は
湘
南
地
域
に
ゆ

か
り
の
あ
る
も
の
、
近
現
代
美

術
史
に
お
い
て
重
要
な
も
の
を

中
心
に
、
油
彩
画
・
日
本
画
・

彫
刻
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
作
品

を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
平
成
３

年
の
開
館
時
に
約
２
５
０
０
点

だ
っ
た
収
蔵
作
品
数
は
年
々
増

え
、
現
在
は
１
万
３
０
０
０
点

以
上
。
美
術
館
に
は
優
れ
た
作

品
を
後
世
に
伝
え
る
と
い
う
役

割
が
あ
る
た
め
、
作
品
を
収
蔵

庫
で
保
管
し
、
定
期
的
に
館
内

で
展
示
し
た
り
、
他
の
美

術
館
へ
貸
し
出
し
た
り
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
作
品
が
美
術
館

に
収
蔵
さ
れ
る
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

学
芸
員
は
日
頃
か
ら
作
家

や
作
品
を
研
究
し
、
収
集

方
針
に
沿
っ
た
作
品
を
見

つ
け
る
た
め
に
ア
ン
テ
ナ

を
張
っ
て
い
ま
す
。
作
家

の
ア
ト
リ
エ
や
所
蔵
者
の

家
で
作
品
の
写
真
を
撮

り
、
状
態
や
サ
イ
ズ
、
材

質
技
法
な
ど
を
確
認
す
る

ほ
か
、
文
献
調
査
や
専
門

家
か
ら
の
情
報
収
集
を
し
ま

す
。
候
補
作
品
が
挙
が
る
と
、

ま
ず
は
館
内
で
話
し
合
い
。
そ

の
後
、
年
に
一
度
開
く
会
議
で

実
作
品
を
見
な
が
ら
、
候
補
作

品
が
収
蔵
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

か
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。
こ
の

会
議
は
当
館
だ
け
で
な
く
、
他

館
の
学
芸
員
ら
外
部
の
専
門
家

を
交
え
て
行
い
ま
す
。
承
認
を

得
た
候
補
作
品
は
、
晴
れ
て
美

術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
る

の
で
す
。

　
こ
う
し
て
収
蔵
さ
れ
た
作
品

は
、
必
要
に
応
じ
て
額
に
入
れ

た
り
、
修
復
作
業
を
し
た
り
し

て
、
翌
年
度
の
新
収
蔵
品
展
に

て
お
披
露
目
さ
れ
ま
す
。
現
在

開
催
中
の「
新
収
蔵
品
展　

国

際
興
業
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心

に
」で
は
、
昨
年
度
に
新
た
に

収
蔵
さ
れ
た
73
点
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
多
彩
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
文
：
市
美
術
館
学
芸
担
当　

安
部
沙
耶
香
）

美 術 館 だ よ り

美 術 館  ☎３5 ― 2 1 1 1

美術館の作品
収 集 活 動

泉
谷
淑よ
し
お夫「
悠
久
・
昼
の
月
」　

平
成
20

年　

油
彩
・
キ
ャ
ン
バ
ス　

平
塚
市
美

術
館
蔵

『�新型コロナウイルスとの戦い方は�
サッカーが教えてくれる』

『岩田健太郎／著　出版：エクスナレッジ　令和2年６月発行　南図書館所蔵

感染症に関する本を紹介

が
入
っ
た
バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
市
内
在
住
の
１
歳
未
満

の
子
ど
も
と
保
護
者
。
詳
し
く
は

図
書
館
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
中
央
図
書
館
の
映
画
会　
日
曜

日
。
午
後
２
時
か
ら
。
３
階
ホ
ー

ル
。
各
日
20
人（
当
日
先
着
順
）。

マ
ス
ク
。
１
月
10
日［
子
ど
も
映

画
会（
ア
ニ
メ
）］む
し
む
し
村
の

防
災
訓
練
、
ク
マ
の
ミ
ナ
ク
ロ
と

公
平
じ
い
さ
ん
。
17
日［
一
般
映

画
会（
実
写
・
ア
ニ
メ
）］広
報
番

組
ひ
ら
つ
か
ビ
ジ
ョ
ン
、
ぶ
ど
う

酒
び
ん
の
ふ
し
ぎ
な
旅
。24
日［
子

ど
も
映
画
会（
ア
ニ
メ
）］レ
オ
・

レ
オ
ニ　
５
つ
の
名
作
集
。
31
日

［
子
ど
も
映
画
会（
ア
ニ
メ
）］三
び

き
の
子
ぶ
た
の
交
通
安
全
、
14
ひ

き
の
こ
も
り
う
た
。

ま
で
に
、博
物
館
へ
。博
物
館
ウ
ェ

ブ
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

■
郷
土
史
入
門
講
座
①　

近
世
丹

沢
の
環
境
と
景
観　
１
月
24
日

（
日
）午
前
10
時
～
11
時
30
分
。
講

堂
。
30
人（
抽
選
・
市
内
在
住
の

方
を
優
先
）。

募　
イ
ベ
ン
ト
名・
必
要
事
項
を
、

往
復
は
が
き
・
メ
ー
ル
で（
１
通

に
つ
き
２
人
ま
で
）、
１
月
12
日

（
火
）ま
で
に
、
博
物
館

m
use-

event@

へ
。

（
土
）午
後
２
時
～
２
時
30
分
。
展

示
室
。
要
観
覧
券
。

■
宮
川
慶
子
展　

生
命
は
自
分
自

身
で
は
完
結
で
き
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
る
ら
し
い　
現
代
作
家

の
宮
川
慶
子
の
作
品
約
20
点
を
紹

介
し
ま
す
。４
月
４
日（
日
）ま
で
。

テ
ー
マ
ホ
ー
ル
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク　
３
月
13

日（
土
）午
後
２
時
～
２
時
30
分
。

テ
ー
マ
ホ
ー
ル
。

問  中央図書館☎３1―0415 w
ウ イ ズ

ith
コロナ

コ ラ ム

　年末年始は、帰省・正月行事などのイベントがあります。人と
会う機会が多くなるため、三密回避やマスクの着用など、基本の
対策を思い出して取り組んでください。
　特に社会活動が活発な20〜50代の方は、感染していても無症状
のまま他の人にうつす恐れがあり、家庭内で感染を広めることも
心配されます。下の例を参考に、入念な対策をお願いします。
▶︎外出は可能な限り自粛する
▶︎�会食するときは、飲食するときだけマスクを外し、会話すると
きはマスクを着用する
▶︎�大人数が一つの場所に集まる新年会は控え、オンライン飲み会
にする
▶︎�高齢者との接触につながる帰省は慎重に。電話やビデオ通話の
利用も検討する

新年も対策を忘れずに

　神戸大学医学部付属病院の感染症内科の診療科長で
ある著者は、小学校2年生でサッカーと出合い、高校
では強豪校でプレーするなど、サッカーと深く関わっ
てきました。著者は「サッカーという媒介を通してだっ
たら伝わりそうな読者を想定した本」と記しています。
サッカーのディフェンスはゾーンで守るのに対し、感
染症ではレッド・グリーンに分けるゾーニングという
概念が用いられるなど、感染症対策をサッカーになぞ
らえて解説。生活の中で注意すべき点、スポーツでの
対策などが書かれています。

新 型 コ ロ ナ
関 連 記 事

感 染 拡 大 中 ！
基 本 の 対 策 を も う 一 度




